
緊
急
事
態
で
す
！

６
月
１
０
日
、
関
電
は
、
９
月

頃
の
予
定
で
あ
っ
た
美
浜
原
発
３

号
機
の
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施

設
（
特
重
施
設
）
の
運
用
開
始
時

期
を
７
月
下
旬
に
変
更
し
、
１
０

月
２
０
日
に
予
定
し
て
い
た
美
浜

３
号
機
の
運
転
再
開
（
並
列
）
を

８
月
１
２
日
に
前
倒
し
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。

通
常
、
い
わ
ゆ
る
「
再
稼
働
」

は
、
「
並
列
」
の
２
～
６
日
前
に

行
わ
れ
ま
す
か
ら
、
「
再
稼
働
」

は
８
月
１
０
日
以
前
の
可
能
性
が

大
と
な
り
ま
し
た
。

運
転
開
始
後
４
５
年
超
え
の
老

朽
原
発･
美
浜
３
号
機
は
、
昨
年

６
月
２
３
日
に
再
稼
働
し
た
も
の

の
、
特
重
施
設
の
設
置
が
期
限
に

間
に
合
わ
ず
、
１
０
月
２
３
日
に
、

わ
ず
か
３
ヶ
月
間
の
営
業
運
転
で

停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
短
い
運

転
中
に
二
度
も
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生

さ
せ
て
い
ま
す
。

①

７
月
２
日
、
電
源
が
断
た
れ

て
蒸
気
発
生
器
中
の
２
次
冷
却
水

が
喪
失
し
た
と
き
、
蒸
気
発
生
器

に
給
水
す
る
ポ
ン
プ
（
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
）
に
大
き
な

圧
力
が
か
か
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
ま
し
た
。
関
電
は
、
「
ポ
ン
プ

入
り
口
に
あ
る
金
属
製
の
フ
ィ
ル

タ
ー
に
鉄
さ
び
が
詰
ま
っ
た
こ
と

が
原
因
」
と
し
て
い
ま
す
。
老
朽

原
発
を
全
国
に
先
駆
け
て
動
か
そ

う
と
し
て
準
備
し
て
き
た
に
も
拘

ら
ず
、
鉄
さ
び
に
よ
る
目
詰
ま
り

に
も
気
づ
か
な
か
っ
た
関
電
と
規

制
委
の
い
い
加
減
さ
は
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②

１
０
月
６
日
、
非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
で
、
回
転
異
常
を
示

す
警
報
が
作
動
し
、
自
動
停
止
し

ま
し
た
。

一
方
、
美
浜
３
号
機
と
同
じ
加

圧
水
型
原
発
・
高
浜
３
、
４
号
機
、

大
飯
３
、
４
号
機
で
も
、
こ
れ

ら
の
原
発
は
運
転
開
始
後
４
０

年
に
も
到
っ
て
い
な
い
の
に
、

た
び
た
び
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
と
く
に
、
３
２
０

度
、
１
６
０
気
圧
近
く
の
高
温
・

高
圧
水
が
流
れ
る
１
次
冷
却
系

配
管
（
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
な

ど
）
の
損
傷
は
深
刻
で
す
。
こ

れ
ら
の
配
管
が
完
全
破
断
す
れ

ば
、
１
次
冷
却
水
が
噴
出
し
て
、

原
子
炉
が
空
焚
き
に
な
り
、
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
に
至
る
可
能
性
が

あ
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
本

年
３
月
、
定
期
点
検
中
の
高
浜

原
発
３
号
機
で
は
、
蒸
気
発
生

器
の
伝
熱
管
３
本
の
外
側
が
削
れ

て
管
厚
が
最
大
約
５
７
％
減
肉
・

損
傷
し
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
て

い
ま
す
。
関
電
は
、
伝
熱
管
外
側

に
自
然
発
生
し
た
鉄
さ
び
の
塊
が

は
が
れ
て
、
伝
熱
管
を
削
っ
た
た

め
と
し
て
い
ま
す
が
、
蒸
気
発
生

器
の
中
に
は
、
腐
食
等
に
よ
っ
て
、

２
ト
ン
以
上
も
の
鉄
さ
び
や
鉄
イ

オ
ン
が
発
生
し
て
い
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
高
浜
３
号
機
は
、

５
月
に
再
稼
動
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
も
停
止
し
た
ま
ま
で

す
。
同
様
な
伝
熱
管
損
傷
は
、
２

０
２
０
年
１
１
月
、
高
浜
４
号
機

で
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ト
ラ
ブ
ル
多
発
の

蒸
気
発
生
器
で
す
が
、
美
浜
３
号

機
の
蒸
気
発
生
器
は
、
取
り
替
え

ら
れ
た
後
２
５
年
を
経
た
老
朽
品

で
、
配
管
の
完
全
破
断
を
起
し
か

ね
ま
せ
ん
。

原
子
炉
空
焚
き
重
大
事
故
の
危

険
性
が
高
い
、
老
朽
原
発
・
美
浜

３
号
機
の
運
転
を
許
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
！

美
浜
原
発
３
号
機
再
稼
働
阻
止

の
闘
い
に
起
ち
ま
し
ょ
う
！

２
０
２
２
年
６
月
１
０
日

（
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！



実
行
委
員
会

６
月
１
１
日
、
第
４
３
回

「
さ
よ
な
ら
原
発
パ
レ
ー
ド

in

ぎ
ふ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ

岐
阜
駅
南
の
清
水
緑
地
公
園
に
集

合
し
、
岐
阜
市
内
を
デ
モ
行
進
し

ま
し
た
。

前
段
の
ミ
ニ
集
会
で
は
、
「
老

朽
原
発
４
０
年
廃
炉
訴
訟
市
民
の

会
」
の
安
楽
さ
ん
と
、
「
老
朽
原

発
う
ご
か
す
な
！
実
行
委
員
会
」

の
木
原
さ
ん
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
ま

事
務
担
当

木
原
壯
林
）

し
た
。
前
日
の
１
０
日
に
、
関
電

が
、
１
０
月
中
旬
と
し
て
い
た
美

浜
３
号
機
の
運
転
再
開
（
並
列
）

を
８
月
１
２
日
に
前
倒
し
す
る
と

発
表
し
た
こ
と
で
、
参
加
の
皆
さ

ん
の
怒
り
と
緊
張
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

主
催
者
か
ら
、
６
月
９
日
、

「
５
・
２
９
原
発
の
な
い
明
日
を

‐
老
朽
原
発
こ
の
ま
ま
廃
炉
！
大

集
会i

n

お
お
さ
か
‐
」
の
連
帯

行
動
と
し
て
、
「
老
朽
原
発
再
稼

働
に
関
す
る
岐
阜
県
知
事
へ
の
申

し
入
れ
」
を
「
さ
よ
な
ら
原
発
・

ぎ
ふ
」
と
「
老
朽
原
発
４
０
年
廃

炉
訴
訟
市
民
の
会
」
の
共
同
で
行

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
街
頭
で
の
原
発
稼
働
に
つ

い
て
の
シ
ー
ル
貼
り
ア
ン
ケ
ー
ト

行
動
も
行
わ
れ
、
高
校
生
の
反
応

が
よ
か
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

デ
モ
行
進
で
は
、
「
電
気
は
あ

ま
っ
と
る
！
原
発
い
ら
な
い
！
」

「
岐
阜
は
風
下
、
被
曝
は
許
さ
ん
！
」

な
ど
と
元
気
よ
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
し
な
が
ら
、
道
行
く
人
に
訴

木
原
壯
林
さ
ん
に
鹿
児
島
か
ら

講
演
依
頼
が
あ
り
、
６
月
４
日
～

６
日
、
私
た
ち
二
人
が
無
理
を
お

願
い
し
て
３
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

６
月
５
日(

日)

木
原
壯
林
さ
ん

が
「
老
朽
原
発
数
々
の
危
険
性
！
」

と
題
し
て
、
鹿
児
島
市
の
趣
の
あ

る
県
教
育
会
館
で
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
は
、
九
州
電
力
川
内
原

発
の
運
転
に
反
対
す
る
、
政
党
、

労
組
、
市
民
グ
ル
ー
プ
、
生
協
、

宗
教
者
が
結
成
し
た
「
ス
ト
ッ
プ

川
内
原
発
！
３
・
１
１
鹿
児
島
実

行
委
員
会
」
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含

む
８
０
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

９
０
分
の
講
演
の
後
、
鹿
児
島
で

も
ヒ
ト
リ
デ
モ
が
拡
が
る
こ
と
を

願
っ
て
「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！
」

の
幟
を
贈
呈
。
８
月
に
は
集
会
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
内
原
発
と
鹿
児
島
市
の
直
線

距
離
は
４
３
．
６
㎞
。
桜
島
の
噴

え
ま
し
た
。（

実
行
委
員
会

Ｈ
）

火
警
戒
レ
ベ
ル
は
３
、
噴
火
す
れ

ば
居
住
地
の
近
く
ま
で
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
、
登
山
禁
止

区
域
。
桜
島
の
観
光
バ
ス
も
４
合

目
ま
で
で
桜
島
の
一
部
し
か
廻
れ

な
い
状
況
で
す
。
福
島
原
発
事
故

で
５
０
キ
ロ
離
れ
た
飯
館
村
が
全

村
避
難
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

一
旦
事
故
が
起
き
れ
ば
避
難
は
困

難
な
距
離
で
す
。
こ
の
よ
う
な
危

険
な
状
況
で
、
７
日
九
電
は
２
月

か
ら
定
検
中
の
川
内
原
発
２
号
機

(

１
１
月
で
３
７
年
）
を
１
１
日

に
再
稼
動
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

４
日
は
鹿
児
島
市
の
「
南
方
新

社
」
の
皆
さ
ん
達
に
、
５
日
は
薩

摩
川
内
市
内
の
「
蓬
莱
塾
」
の
皆

さ
ん
に
、
心
の
こ
も
っ
た
歓
待
を

受
け
ま
し
た
。
川
内
原
発
か
ら
薩

摩
川
内
市
の
直
線
距
離
は
１
１
㎞
、

蓬
莱
塾
は
反
原
発
の
家
と
し
て
、

以
前
は
大
阪
の
ク
マ
さ
ん
も
居
住
。

「
薩
摩
川
内
市
・
地
域
の
未
来
を

考
え
る
会
」
が
意
見
広
告
募
集
の

取
り
組
み
中
。
是
非
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

強
風
が
吹
き
荒
れ
る
久
美
崎
浜

は
、
鹿
児
島
の
み
な
さ
ん
が
、
蓬

莱
塾
が
で
き
る
前
、
４
年
間
テ
ン

ト
生
活
を
し
な
が
ら
反
原
発
を
闘
っ

た
所
。
お
二
人
と
も
現
在
８
０
才

を
超
え
、
以
前
は
テ
ン
ト
生
活
を

さ
れ
、
今
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場

を
掃
除
さ
れ
て
い
る
野
村
さ
ん
、

江
田
さ
ん
達
と
共
に
、
木
原
さ
ん

が
拾
っ
て
き
た
竹
竿
に
「
反
原
発
」

の
赤
旗
が
た
な
び
く
浜
辺
で
、
原

発
全
廃
を
誓
い
ま
し
た
。

（
滋
賀
・
大
津

木
戸
惠
子
）


